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はじめに

歌州連合 (EU:European Union)の教育政策は，補完性の原則のもとに進められてきたo

EUの役割は加盟国関の協力を奨励するためのアクション・プログラムの提供や立法化をおこ

ない，質の高い教育の発展に貢献することであり，プログラム・アプローチと呼ばれている。

EUの教育分野の政策方針が最初に条約に示されたのは 1993年のマーストリヒト条約からで

ある o

さて，アクション・プログラムは 教育についてはSocrates(ソクラテス)，職業訓練につ

いてはLeonardoda Vinci (レオナルド・ダ・ヴインチ)の 2つのプログラムがあり， 2000年

から2006年は第2次実施期間に当たる。プログラムは中関評髄が各参加国提出の報告を基に行

われる O 後述するように， 2004年にはその中関評価報告書2が欧州委員会から提出されている。

なお，最終報告書は2007年に出される予定である。プログラムは質・量の評価がなされ，その

後の計画の継続等にフィードパックされていくのである。

本稿では，教育プログラムである第2次ソクラテスおよび， 2007年以梓に実施される新たな

プログラムを取り上げ，教育分野のプログラム・アプローチの実施状況と今後の展開から， E 

Uの教育政策がどのように転換しようとしているのか，その方向性を考察する O 実施状況の考

察にあたっては，上記の欧州委員会の中間評価報告書の基になる各国の中間報告書のうち，イ

ギリス3の中間報告書を用いる O 各国の中間報告書は インターネットの欧州委員会のサイド

で公開されているが，報告項告についての株式(統計の有蕪や析出方法等)が統一されていな

いため，各国比較は困難である。そのため，事例としてイギリスの中間報告書をとりあげるこ

ととする O
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．
ア

ク
シ

ョ
ン

・
プ

ロ
グ

ラ
ム
（
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
）
の
現
状

（
1
）
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
枠
組
み

　
20
06年

ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
考
察
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
5で

触
れ
た
の
で
，

こ
こ

で
は

枠
組

み
に

つ
い

て
簡

単
に

整
理
し
て
お
く
。

　
第
2次

ソ
ク

ラ
テ

ス
は

，
就

学
前

か
ら

初
等

・
中

等
教

育
を

対
象

と
す

る
Comenius（

コ
メ

ニ
ウ

ス
）

計
画

，

高
等

教
育

を
対

象
と

す
る

E
rasmu

s（
エ
ラ
ス
ム
ス
）
計
画
，
成
人
教
育
を
対
象
と
す
る
Grundtvig（

グ
ル

ン
ド

ヴ
ィ

）
計

画
等

6，
幅

広
い

行
動

分
野
を
も
つ
。
生
涯
学
習
の
促
進
と
「
知
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
aEurope

of　
kno

wledg
e）

」
の

構
築

へ
の

援
助

を
基

本
理

念
に

，
①

す
べ

て
の

レ
ベ

ル
で

教
育

に
お

け
る

ヨ
ー

ロ
ピ
ァ

ン
’

デ
イ

メ
ン

シ
ヨ

ン
（

E
ur
op
ea
n　

d
im
en
si
on
　
of
　
education）

の
強
化
，
②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
の
知

識
の

向
上

，
③

教
育

を
通

じ
た

協
力

と
流
動
1
生
（
m
o
bil

i
ty）

の
促
進
④
教
育
に
お
け
る
革
新
の
奨
励
⑤
教

育

の
あ

ら
ゆ

る
部

門
に

お
け

る
平

等
な
機
会
の
促
進
，
を
具
体
的
な
目
的
に
掲
げ
て
い
る
7。

予
算
は
7年

間
で

18
億
500

0万
ユ
ー
ロ
（
約
2，

650
億
円
）
，
参
加
国
は
31ヵ

国
8で

あ
る
。
予
算
配
分
は
，
第
2次

ソ
ク
ラ
テ

ス

実
施

の
「

決
定

］
（

deci
sio

n）
9で

，
エ

ラ
ス

ム
ス

に
5
1％

，
コ

メ
ニ

ウ
ス

に
27％

，
グ

ル
ン

ド
ヴ

ィ
に

7％
を

下
回
ら
な
い
よ
う
に
と
示
さ
れ
て
お
り
，
別
稿
1
0で

も
指
摘
し
た
が
，
高
等
教
育
に
か
な
り
の
重
点
が
置
か
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
エ
ラ
ス
ム

ス
計
画
は
学
生
と
教
員
の
両
方
を
対
象
と
し
て
お
り
，
特
に
学
生
の

参
加

国
内
に
お
け
る
流
動
性
を
こ
れ
ま
で
格
段
に
高
め
て
き
た
。
そ
の
成
果
が
さ
ら
な
る
効
果
を
期
待
さ
れ
て

い
る

と
言

え
る

。

（
2
）

イ
ギ

リ
ス

の
中

間
報

告
書

に
み
る

実
施

状
況

　
第

2次
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
の
実
施
の
「
決
定
」
（
1）

ecision　
No．

253／
2000／

EC）
で
，
2003年

12月
31日

ま

で
に
参
加
国
は
実
施
中
間
報
告
を
す

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
報
告
書
は
，
教
育

技
術

省
（

DfES：
Department　

for　
Education　

and　
Skills）

に
委
託
さ
れ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
に
あ
る
SCREセ

ン
タ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
は
，
欧
州
委
員
会
が
各
国
当
局
と
密
接
な
協
力

の
も
と
，
各
国
工
一
ジ
ェ
ン
シ
ー
（

N
A
s：

Nat
i
ona

l
　
Agencies）

や
テ
ク
ニ
カ
ル
支
援
オ
フ
ィ
ス
（
TAO：

Tech
nic

al　
A
ssi

stanc
e　

Oface
）
と

共
に

実
施

し
て

い
る

が
，

実
務

は
NAsが

担
う

。
イ

ギ
リ

ス
の

場
合
，

ソ
ク

ラ
テ

ス
の

う
ち

，
エ

ラ
ス

ム
ス

（
高

等
教

育
）

は
ケ

ン
ト

大
学

に
お

か
れ

た
イ

ギ
リ

ス
・

ソ
ク

ラ
テ

ス
・

エ
ラ
ス
ム
ス
・
カ
ウ
ン
シ
ル
（
UK
SEC

：
U
K　

SOC
R
ATE

S
　
Erasmus　

Council）
が
，
エ
ラ
ス
ム
ス
以
外

は

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
教
育
・
訓
練
グ
ル
ー
プ
が
NAsに

該
当
す
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
応
募
申

請

は
，

「
脱

中
央

型
」

と
「

中
央

型
」

に
分
け
ら
れ
，
前
者
は
最
終
決
定
を
欧
州
委
員
会
が
行
う
が
，
NAsが

申
請
，

選
抜
，
契
約
手
続
き
の
実
施
責
任
を
持
つ
。
後
者
は
欧
州
委
員
会
が
そ
れ
ら
を
担
う
。
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス

以

前
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
あ
る
欧
州
委
員
会
が
申
請
か
ら
す
べ
て
を
掌
握
し
て
い
た
が
，
参
加
国
内
の
下
部
組

織

（
N
As）

に
権
限
を
委
譲
し
分
権
化
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
，
各
参
加
国
や
地
域
と
密
着
し
た
運
営
が
行
わ

れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
，
NAsの

役
割
は
単
な
る
中
継
・
連
携
媒
体
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点

は
い
わ
ゆ
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
中
心
の
官
僚
型
に
陥
り
が
ち
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
が
，
よ
り
参
加
国
に
と
っ

て
開

か
れ

た
も

の
と

な
っ

た
こ

と
で

教
育

政
策

の
進

展
と

し
て

評
価

さ
れ

る
。

　
こ

こ
で

は
，

第
2次

ソ
ク

ラ
テ

ス
の

う
ち
，
学
校
教
育
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
が
読
み
取
れ

る
コ

メ
ニ

ウ
ス

計
画

に
焦

点
を

絞
り

，
な
か
で
も
、
「
脱
中
央
型
」
の
応
募
申
請
形
式
を
用
い
，
参
加

国
内

で
の

パ
ー

ト
ナ

ー
校

連
携

を
基

盤
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1：

学
校
間
連
携

」

（
Colnenius1：

School　
P
ar
tn
er
sh
ip
）
を
取
り
上
げ
る
。
コ
メ
ニ
ウ
ス
計
画
全
体
は
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1」

の
他

に
，

「
コ

メ
ニ

ウ
ス

2：
教

員
養

成
（
現

職
教

員
を

含
む

）
］

，
「

コ
メ

ニ
ウ

ス
3：

コ
メ

ニ
ウ

ス
・

ネ
ッ

ト
ワ
ー



鳥
取
大
学
生
涯
教
育
総
合
セ

ン
タ

ー
研

究
紀

要
　

第
3号

　
2007年

1月
3

ク
の
構
築
」
の
3部

門
で

成
り

立
っ

て
い

る
。

そ
し

て
，

「
コ

メ
ニ

ウ
ス

1」
は

，
3ヵ

国
の

3校
以

上
の

学

校
が
共
通
テ
ー
マ
を
定
め
て
異
な
る
教
科
領
域
間
に
お
い
て
特
に
協
力
を
深
め
な
が
ら
取
り
組
む
「
学
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（

Sch
ool　

Pro
lect）

」
，

2ヵ
国

の
2
校

の
学

校
が

外
国

語
を

学
ぶ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
交

換
訪

問
も

あ
り
，
14歳

以
上

で
実

施
す

る
「

言
語

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
Language　

Prolect）
」

，
3ヵ

国
の

3つ
以

上
の

学

校
等

が
経

験
を

分
か

ち
合

い
，

教
授

方
法

，
組

織
や
運
営
，
も
し
く
は
共
通
の
テ
ー
マ
（
例
え
ば
校
内
暴
力

へ
の
対
処
，
異
な
る
社
会
的
・
文
化
的
背
景
の

生
徒
た
ち
の
統
合
問
題
な
ど
）
に
つ
い
て
比
較
し
あ
う
「
学
校

発
展
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

（
Sc

hool　
De

velop
men

t　
Prolect）

」
の

3つ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
構

成
さ

れ
る

。
応

募
校
は
応
募
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
パ

ー
ト
ナ
ー
校
を
見
つ
け
，
テ
ー
マ
を
決
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計

画
を
申
請
し
，
採

用
審

査
を

受
け

る
。

3つ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
う

ち
，

申
請

の
ほ

と
ん

ど
を

占
め

る
の

が
「

学

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
，
生
徒
た
ち
の
活
発
な
参
加
を
第
一
に
奨
励
さ
れ
，
参

加
す
る
生
徒
の
う

ち
限

ら
れ

た
数

の
生

徒
が

パ
ー
ト

ナ
ー

校
を

訪
問

す
る

等
，

他
国

へ
行

く
機

会
を

与
え

ら
れ

，

生
徒
は
教
師
と

と
も

に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

準
備

と
計

画
を

お
こ

な
う

。

　
そ
れ
で
は
，

イ
ギ

リ
ス

の
中

間
報

告
書

11か
ら

，
「

コ
メ

ニ
ウ

ス
1］

の
実

施
状

況
に

関
わ

る
主

な
部

分
を

取

り
出
し
て
み
る
。

　
ま
ず
，
申
請
結
果
の
承
認
数
の
傾
向
を
み
て

み
よ
う
。
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1」

の
承
認
数
は
や
や
減
少
傾
向
に

あ
る
。
承
認

数
は

2
000

年
：

1
，

0
35，

2
001

年
：

9
35
，

2002年
8
35
で

あ
る

12。
報

告
書

で
は

，
承

認
は

パ
ー

ト

ナ
ー

校
の

申
請

も
含

め
て

審
査

さ
れ

る
の

で
，

イ
ギ
リ
ス
の
学
校
か
ら
の
申
請
だ
け
が
欠
点
を
持
っ
て
い
る

訳
で
は
な
い
と
し

て
い

る
。

ま
た

，
「

コ
メ

ニ
ウ
ス

1」
全

体
の

承
認

率
は

2000年
：

91％
，

2001年
：

78％
，

2002
年
：
78％

で
，
特
に
申
請
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
る
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
約
80％

で
あ
る
13。

2006

年
度
の
場
合
，
公
開
さ
れ
た
最
終
決
定
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ー
覧
を
基
に
集
計
す
る
と
，
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
承
認
数
は
1，

123，
承

認
率

は
86

％
14で

あ
り

，
8
0％

前
後

を
推

移
し

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
欧

州
委

員
会

が

集
約

し
た

中
間

評
価

報
告

書
の

「
学

校
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
承
認
率
は
，
2000年

か
ら
2002年

ま
で
，
そ
れ
ぞ
れ
，

70％
，

76％
，

73％
で

あ
る

15こ
と

か
ら

比
較

す
る
と
イ
ギ
リ
ス
の
承
認
率
は
や
や
高
め
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
次

に
，

承
認

さ
れ

た
「

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
］
の
学
校
種
類
別
内
訳
の
う
ち
，
保
育
園
（
Nursery

schools）
お
よ

び
初

等
学

校
数

（
全

体
に

占
め

る
％

）
は

20
01

年
：

53
0（

61．
7％

）
，

2002年
：

429（
59．

9％
）

，

中
等
学
校
数
は
同
じ
く
221

（
2
56％

）
，
197（

2
75％

）
と
な
っ
て
い
る
16。

全
体
か
ら
み
れ
ば
，
初
等
学
校

が
6割

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
申
請
数

も
同
じ
傾
向
で
あ
る
。

　
ま
た
，
質
問
紙
調
査
結
果
1
7か

ら
，
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
得
ら
れ
る
効
果
に
つ
い
て
，
純
粋
に
専
門
的
な
利

点
と
よ
り
全
体
的

な
（

holi
sti

c）
評

価
を

区
別
す

る
の

は
難

し
い

こ
と

を
あ

げ
て

い
る

。
例

と
し

て
，

「
コ

メ

ニ
ウ
ス
は
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
統

合
の

総
体

的
な

精
神

に
，

実
に

実
践

的
な

方
法

で
そ

の
本

当
の

意
味

を
も

た
ら

し
た

。

（
中
略
）
わ
が
校
に
と
っ
て
も
，
ス
タ
ッ
フ
と

生
徒
の
両
方
に
も
し
か
し
た
ら
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
，
学

校
生
活
に
新
し
い
次
元
を
加
え
て
く
れ
た
。
夏
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
期
間
が
終

わ
っ

た
後

も
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の
環

は
続

く
だ

ろ
う

。
（

後
略

）
」

と
い

う
，

あ
る

初
等

学
校

の

校
長
の
回
答
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
，
申
請

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
「
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
た
る
焦
点
は

協
力
の
過
程
そ
の
も
の
で
あ
り
，
多
く
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
校
）
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
」
で
あ
る
こ
と
を
引
用
し
な

が
ら
，
中
間
報
告
書
で
は
，
そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
「
ヨ
ー
ロ
ピ

ァ
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
」
を
創
り
出
す
過
程

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
，
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
伴

う
結
果
が
明
確
に
出
る
か
も
し
れ
な
い
が
，
そ

の
質
は
多
様
で
あ
り
，
記
録
に
残
す
価
値
の
あ
る
よ
う
な
実
践

が
あ
っ
て
も
，
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
実
際
に

参
加
し
て
い
な
い
者
た
ち
に
と
っ
て
，
そ
れ
が
必
ず
し
も
大
き

な
意
味
を
も
つ
と

は
限

ら
な

い
と

し
て

い
る

正
8。

つ
ま

り
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

の
実

践
か

ら
得

ら
れ

る
方

法
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EU
の

教
育

政
策

の
方

向
性

や
単
に
可
視
的
な
ス
キ
ル
等
の
習
得

だ
け
で
は
な
く
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
も
た
ら
し
た
雰
囲
気
や
士
気
や
経

験

期
間
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
参
加
国
の
提
携
校
と
の
関
係
と
い
っ
た
全
体
的
な
効
果
の
重
要
性
を
強
調
し
て

い
る

の
で
あ
る
。

（
2
）
考
察

　
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
報
告
書
で
は
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
，
質
問
紙
調
査
結
果
か
ら
，
申
請
が
通
過
し
た

回
答

者
の
8
5％

が
申
請
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
と
し
て
い
る
こ
と
や
，
66％

は
申
請
書
自
体
が
複
雑
す
ぎ
る
と

回

答
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
は
，
報
告
書
全
体
の
結
論
部
分
に

も
提

起
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
，
前
述
の
よ
う
に
初
等
学
校
か
ら
の
申
請
割
合
が
高
い
の
は
，
そ
う
い
っ
た
困

難
に

勝
る

効
果

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

は
あ

る
こ

と
を

裏
付

け
て

い
る

と
し

て
い

る
。

さ
ら

に
，

初
等

学
校

は
，

欧
州
委
員
会
が
提
唱
し
て
い
る
横
断

型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構

造

が
よ
り
は
っ
き
り
と
教
科
に
分
か
れ

て
い
る
中
等
学
校
よ
り
も
実
施
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
，
と
し
て

い

る
。

ま
た

，
質

問
紙

調
査

に
お

い
て

も
，
中
等
学
校
の
52％

が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
上
の
難
し
さ
を
挙
げ
て
お
り
，

初
等
学
校
の
19％

に
比
べ
る
と
か
な
り
高
い
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
の
点
は
，
ト
ピ
ッ
ク
・
ワ
ー
ク
な
ど

教
科

横
断

的
な

イ
ギ

リ
ス

の
学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

特
色

が
反

映
さ

れ
て

い
る

と
も

言
え

る
。

　
と
こ
ろ
で
，
2
005

年
9月

の
イ
ギ
リ

ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
国
際
教
育
担
当
者
へ
の

聞
き
取
り
調
査
で
は
，
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募
は
中
等
学
校
が
ほ
と
ん
ど
で
初
等
学

校

は
少
な
い
と
の
認
識
が
あ
っ
だ
9
。
実
際
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
コ
メ
ニ
ウ
ス
1」

の
承
認
数
を
，
公
開

さ
れ

て
い

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
決

定
校

一
覧

か
ら
不
明
校
を
除
き
集
計
す
る
と
，
2002年

：
初
等
学
校
49・

中
等
学
校

30，

2005年
：
初
等
学
校
30・

中
等
学
校
2
8
と
，
確
か
に
近
年
，
そ
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
20。

中
間

報
告
書
以
降
，
初
等
学
校
の
参
加
数

が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
か
ど
う
か
，
ま
た
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
，
参

加

国
全
体
の
傾
向
も
含
め
，
20
07年

の
最
終
報
告
書
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
，
先
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

市
国

際
教
育
担
当
者
は
，
初
等
学
校
の
参
加
が
少
な
い
理
由
と
し
て
，
子
ど
も
の
保
護
に
関
す
る
法
21が

子
ど

も
た

ち
を
国
外
に
出
し
に
く
く
し
て
い
る

こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
，
中
等
学
校
の
場
合
も

「
言

語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
参
加
が
少

な
い
理
由
の
1つ

に
中
間
報
告
書
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ

等
の

滞
在

が
伴

う
た

め
，

滞
在

先
で

の
保
護
が
そ
の
要
因
と
な
る
。
加
え
て
，
「
言
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
場
合
，

イ
ン

グ
ラ

ン
ド

の
中

等
学

校
の

生
徒
は

近
年

の
試

験
制

度
改

革
で

，
試

験
を

受
け

る
回

数
が

増
え

，
以

前
よ
り

も
参

加
す

る
こ

と
が

難
し

く
な

っ
て
い

る
こ

と
が

見
ら

れ
る

点
も

あ
げ

ら
れ

て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
に
，
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
や
試
験
制
度
，
子
ど
も
の
保
護
　
と
い
っ

た
要

因
が
参
加
申
請
に
影
響
を
与
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
同
様
に
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
国
に
よ
っ
て
異
な
る
教

育
制

度
等

か
ら

生
じ

る
要

因
が

EU
の

ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
（
利
用
）
し
や
す
さ
，
し
に
く

さ
に

影
響

を
与

え
る

一
因

で
あ

る
こ

と
が

推
測
さ
れ
る
。

　
一
方
で
，
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
校
が
学
校
評
価
の
向
上
や
財
源
の
た
め
に
，
戦
略
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

い
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
，
イ
ギ
リ
ス
で
は
1
9
88年

の
教
育
改
革
法
以
降
，
市
場
原
理
の
学
校
運

営
へ

の
導

入
が

，
ま

た
近

年
の

中
等

教
育
改

革
で

は
，

多
様

化
と

特
殊

化
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

そ
の

た
め

，
よ

り

よ
い
学
校
評
価
や
財
源
を
求
め
る
戦
略
の
1
つ
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
と
い
っ
た
こ

と
も

あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
，
上
記
の
イ
ギ
リ
ス
の
質
問
紙
調
査
で
は
該
当
項
目
が
な
い

た

め
，

本
稿

で
は

明
ら

か
に

で
き

な
い
が

，
今

後
の

現
地

聞
き

取
り

調
査

等
の

課
題

と
し

て
お

き
た

い
。

ま
た

，

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
，
2002年

以
隆
各
学
校
は
「
学
校
計
画
」
を
必
ず
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

，

そ
の
中
に
国
際
化
に
向
け
た
視
点
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
コ
メ
ニ
ウ
ス
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
も
そ
れ
に

該
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当
す
る
こ
と
か
ら
，
戦
略
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
も
推
察
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
教
師
た
ち
は
学
習
指
導

要
領
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
い
こ
と
な
ど

か
ら
，
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

簡
単
で
は
な

さ
そ

う
で

も
あ

る
22

が
，

コ
メ

ニ
ウ
ス

計
画

の
デ

ザ
イ

ン
や

実
施

・
評

価
だ

け
で

は
な

く
，

各
国

・

各
校
ご
と
の
教
育
の
情
況
に
沿
っ
た
戦
略
的
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
利
用
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
も
，
今
後
も

複
数
国
の
動
向

を
注

視
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

を
指

摘
し

て
お

き
た

い
。

2．
新

た
な
展

開
（

「
ソ

ク
ラ

テ
ス

」
か

ら
「
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
2007－

20］
3」

へ
）

（
1）

中
間
報

告
書

の
提

言

　
前
章
で
取
り
上
げ
た
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
報
告

書
で
は
，
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
行
動
分
野
の
実
践
に
つ
い
て
，

①
「

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

分
裂

の
危

機
を

克
服

す
る
こ
と
⊥
②
「
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
提
携
先
が
な
い
学
校

等
や
，
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

学
校
等
の
機
関
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
」
，
③
「
ヨ
ー
ロ

ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
展
開
に
お
け
る

強
力
な
挺
子
と
な
る
方
法
と
し
て
教
師
教
育
に
お
け
る
協
力
を

奨
励
す
る
こ
と
」
，
④
「
教
職
ス
タ
ッ
フ
の
流

動
性
を
促
進
す
る
こ
と
⊥
⑤
「
言
語
学
習
の
奨
励
の
た
め
に
新

し
い

枠
組

み
を

開
発

す
る

こ
と

⊥
⑥

「
コ

メ
ニ

ウ
ス
の
言
語
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ス
キ
ー
ム
へ
の
全
参
加
者
に

さ
ら

に
厳

密
な

調
査

手
続

き
を

導
入

す
る

こ
と

」
，
の
6つ

の
提
言
23を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
主

眼
を

総
括

す
れ

ば
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
統

合
，
新
規
の
参
加
促
進
，
教
師
教
育
お
よ
び
教
職
ス
タ
ッ
フ
の
流

動
性
の
重
視
で
あ
る
。
中
で
も
，
①
と
⑤
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
統
合
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
，
⑤
で
は
リ
ン
グ
ア

計
画
の
消
耗
を
指
摘
し
，
言
語
学
習
の
戦
略
的

目
標
を
コ
メ
ニ
ウ
ス
，
エ
ラ
ス
ム
ス
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
に
統
合

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
①
は
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
構
造
は
サ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
多
く
複
雑
で
あ
る

こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
分
裂
さ
せ
て
お
り
，
必
要
な
共
同
作

業
を
も
た
ら
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
中
間
報
告
書
で
は
，
従
っ

て
，
将
来
的
に
は
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
，
フ
ラ

ッ
グ
シ
ッ
プ
的
な
コ
メ
ニ
ウ
ス
，
エ
ラ
ス
ム
ス
，
グ
ル
ン
ド
ヴ

ィ
を
基
に
，

生
涯

学
習

の
機

会
を

す
べ

て
網

羅
す

る
よ

う
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

望
ま

し
い

と
し

て
い

る
。

　
欧
州
委
員
会
で
集
約
さ
れ
た
中
間
評
価
報
告

書
で
も
，
職
業
訓
練
と
教
育
問
の
連
携
の
欠
如
は
2つ

の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
造
的
な
弱
点
で
あ
り
，
そ
れ
が
有
用
性
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
，
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
統
合

は
望
ま
し
い

こ
と

が
述

べ
ら

れ
て

い
る

。
職

業
訓
練

分
野

を
含

め
た

統
合

プ
ロ

グ
ラ

ム
案

は
，

後
述

す
る

よ
う

に
，

第
2
次

ソ
ク

ラ
テ

ス
後

の
EUの

教
育

・
訓

練
分
野
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
現
さ
れ
て
い
く

の
で

あ
る

。

（
2）

「
生

涯
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

2007－
2013」

　
第

2次
ソ

ク
ラ

テ
ス

を
引

き
継

ぐ
2
007

～
2
013

年
の
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
欧
州
委
員
会
が
2004年

に

提
案

24
し

，
20
06年

11
月

に
欧

州
議

会
で

承
認
さ
れ
官
報
で
「
決
定
」
25が

示
さ
れ
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
，

ソ
ク

ラ
テ

ス
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

コ
メ

ニ
ウ
ス
，
エ
ラ
ス
ム
ス
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
と
職
業
訓
練
分
野
の
レ

オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・

ヴ
ィ

ン
チ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
統
合

し
た

，
「

生
涯

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

Lifelong　
Leaming

Progr
amm

e）
20

07－
2013

］
（

以
下

，
　

LLP）
で

あ
る

。
　

LL
Pは

，
4つ

の
サ

ブ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

コ
メ

ニ
ウ

ス
，
エ
ラ
ス
ム
ス
，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
，
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
）
と
，
サ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
横
断
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
生

涯
学

習
に

関
す

る
政

策
開
発
協
力
，
言
語
学
習
の
促
進
生
涯
学
習
の
た
め
の
情
報
技
術

（
ICT

）
ベ
ー
ス

の
内

容
・

サ
ー

ビ
ス

・
教

授
方
法

・
実

践
の

開
発

，
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
普

及
活

動
）

，
そ

し
て

ジ

ャ
ン
・
モ
ネ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

統
合

に
関

わ
る

教
育

訓
練

分
野

に
お

け
る

機
関

等
へ

の
活

動
支

援
）

か
ら

成
る

。
予

算
は

7年
間

で
69
億

7
000

万
ユ

ー
ロ
　
（
約
1兆

円
）
26と

な
っ
て
い
る
。
予
算
配
分
は
，
コ
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策
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方
向

性

メ
ニ
ウ
ス
に
13％

，
エ
ラ
ス
ム
ス
に
4
0
％
，
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
25％

，
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ
に

4％

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
と
示
さ
れ
て

い
る
。
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
と
同
様
に
，
エ
ラ
ス
ム
ス
の
重
視
傾
向
は

続

い
て
い
る
。
ま
た
，
コ
メ
ニ
ウ
ス
は
，
配
分
割
合
は
27％

か
ら
13％

に
下
が
っ
て
い
る
が
，
配
分
額
は
倍

増
し

て
い

る
。

参
加

は
，

第
2次

ソ
ク

ラ
テ
ス
同
様
に
EU
加
盟
国
の
他
に
も
開
か
れ
て
お
り
，
ス
イ
ス
の
他
，
「
決

定
」

に
は

具
体

的
国

名
で

示
さ

れ
て

い
な

い
が

，
E
F
TA（

欧
州

自
由

貿
易

連
合

）
諸

国
や

EU加
盟

候
補

国
，

西

バ
ル

カ
ン

諸
国

が
そ

の
対

象
と

な
っ

て
い

る
27
。

第
2
次

ソ
ク

ラ
テ

ス
に

比
べ

る
と

対
象

国
は

増
加

し
て

い
る
。

　
さ

て
，

「
決

定
」

に
よ

れ
ば

LLP
の
総
体
的
な
目
標
は
，
次
世
代
の
た
め
に
環
境
保
護
を
確
実
に
進

め
る

と
同
時
に
，
持
続
可
能
な
経
済
的
発

展
，
よ
り
多
く
の
そ
し
て
よ
り
良
い
職
　
よ
り
大
き
な
社
会
的
結
束

を
伴

う
先

進
的

な
知

識
基

盤
型

社
会

と
し

て
の

「
共

同
体

」
の

発
展

に
，

生
涯

学
習

（
lifelong▲

earning）
を
通

し
て

貢
献

す
る

こ
と

で
あ

る
。

特
に

，
質

の
高

い
世

界
の

先
例

と
な

る
よ

う
に

，
「

共
同

体
」

内
の

教
育

と
訓

練
制
度
間
の
相
互
交
流
，
協
力
，
そ

し
て
流
動
性
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

，
次

の
11
の

特
定

目
標

を
掲

げ
て

い
る

。

　
a）

質
の
高
い
生
涯
学
習
の
発
展

に
貢
献
し
，
当
該
分
野
の
制
度
と
実
践
に
お
け
る
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス

　
　

と
革

新
そ

し
て

ヨ
ー

ロ
ピ

ア
ン

・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と

　
b）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
涯
学
習
エ
リ

ア
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

　
c）

加
盟

国
内

の
生

涯
学

習
の

機
会
の
質
魅
力
，
参
加
し
や
す
さ
の
向
上
を
援
助
す
る
こ
と

　
d）

社
会
的
結
束
，
能
動
的
な
市

民
性
，
異
文
化
間
対
話
，
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
性
，
個
人
の
達
成
感
を

強

　
　

化
す

る
こ

と

　
e）

創
造
性
，
競
合
，
雇
用
可
能

性
，
企
業
家
精
神
の
育
成
の
促
進
を
援
助
す
る
こ
と

　
f）

特
別
な
ニ
ー
ズ
や
不
利
な
条

件
に
お
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
を
含
め
て
，
社
会
経
済
的
な
背
景
に
関
わ
り

な

　
　
く
，
ど
の
世
代
の
入
々
も
生
涯
学
習
へ
の
参
加
が
増
え
る
よ
う
に
貢
献
す
る
こ
と

　
g）

言
語
学
習
や
言
語
の
多
様
性

を
促
進
す
る
こ
と

　
h）

生
涯

学
習

の
革

新
的

な
情

報
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
型
（
ICT－

based）
の
内
容
サ
ー
ビ

ス
，

　
　

教
授

方
法

，
実

践
の

発
展

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
こ

と

　
i）

人
権

と
民

主
主

義
へ

の
理

解
と
敬

意
を

基
盤

と
す

る
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

市
民

性
の

意
識

を
創

り
出

す
こ

と
や
，

　
　
他
の
入
々
や
文
化
へ
の
寛
容
と
敬
意
を
奨
励
す
る
こ
と
に
お
い
て
，
生
涯
学
習
の
果
た
す
役
割
を
強
化

す

　
　

る
こ

と

　
」
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
教
育
と
訓
練
の
す
べ
て
の
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
質
の
保
証
へ
の
協
力
を
促
進

す

　
　

る
こ

と

　
k）

結
果
と
革
新
的
な
成
果
と
そ

の
過
程
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
，
そ
し
て
，
教
育
と
訓
練
の
質
を

向

　
　
上
さ
せ
る
た
め
に
，
LLP

で
行

わ
れ
る
実
践
の
良
い
例
を
交
換
し
あ
う
こ
と

　
以

上
か

ら
は

生
涯

学
習

へ
の

シ
フ

ト
が

わ
か

る
。

EUは
1996年

の
「

生
涯

学
習

年
」

以
降

生
涯

学
習

に

政
策
の
重
点
を
お
い
て
い
る
。
200

1年
に
は
欧
州
委
員
会
通
達
と
し
て
，
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
涯
学
習
エ
リ
ア

の

実
現
」
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
上

記
の
特
定
目
標
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
，
LLPが

そ
の
達
成
を
支
援

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
，
EUの

抱
え
る
高
齢
化
社
会
や
雇
用

問

題
も

関
係

し
て

い
る

の
で

あ
る

。

　
LLP

の
応
募
要
項
等
詳
細
は
2
006

年
1
2月

後
半
に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン

・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
異
な
る
ど
の
よ
う
な

効
果
を
も
た
ら
す
か
は
，
こ
れ
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の

過
程

を
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
に
は
，
2
007

年
に
出
さ
れ
る
予
定
の
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
最

終
評
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生
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ン
タ
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第
3号

　
2007年

1月
7

価
報
告
書
が
比
較
の
視
角
の
1
つ
に
な
る
だ
ろ
う

。
ま
た
，
次
の
よ
う
な
点
に
も
注
意
を
払
い
た
い
。
た
と
え

ば
上

述
の

エ
デ

ィ
ン

バ
ラ

市
国

際
教

育
担

当
者

へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
，
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ

ル
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
な
ど
，
他
主
催
の

同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
同
じ
時
期
に
実
施
さ
れ
る
た
め
，
学
校

は
い
つ
も
申
請
準
備
と
選
抜
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
，
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
同
時
期
に
並
行
し
て
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ

し
て

い
る

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
て

い
た
点

で
あ

る
。

3．
結
び
～

EUの
教
育
政
策
の
方
向
性
～

（
1）

…
ヨ

ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
再
考

　
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
理
念
の
ひ
と
つ
に
，
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
の
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の

強
化
が
あ
る
。
そ
れ
は
LLP

の
目
標
に
も
引
き
続
き
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

と
は

，
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

的
次

元
で

の
教

育
の

展
開

と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
，
そ
れ
が
EUの

政
策
文
書

で
重
ね
て
提
言
さ
れ
て
い
て
も
，
実
際
に
は
加

盟
国
間
で
は
取
り
組
み
に
差
異
が
あ
る
。
た
と
え
ば
　
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
統
合
に
対
し
て
比
較
的
後
ろ
向
き
だ
と
言

わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
関
連
づ
け
た
教
育
分

野
の
試
み
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
上
述
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
国
際
教
育

担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
，
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
，
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
」
と
い
う
語
彙
に
な
じ
ん
で

い
る

人
は

少
な

い
と

い
う

回
答

で
あ

っ
た

。
そ

れ
は
，
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
心
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
，

「
関
心
が
あ
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
ら
し
い
が
，
そ
こ
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政

府
28
の
方
針
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た

。
そ
の
例
と
し
て
，
海
外
と
の
学
校
間
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

っ
て

も
提

携
先

校
は

ソ
ク

ラ
テ

ス
の

参
加

国
の

場
合
も
あ
れ
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ

ウ
イ
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
時
期

は
，
マ
ラ
ウ
イ
が
学
校
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る

と
い
う
こ
と
で

あ
る

。
担

当
者

に
よ

れ
ば

，
政
府

の
方

針
が

学
校

の
提

携
先

を
左

右
す

る
こ

と
は

，
学

校
に

と

っ
て
も
担
当
政
策
部
局
に
と
っ
て
も
問
題
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
点
は
当
然
だ
が
，
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
政
府
の
関
心

は
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

以
外

に
も

あ
る

，
と

い
う

こ
と

を
示

し
て

い
る

こ
と

に
も

な
る

。
も

ち
ろ

ん
そ

こ
に
は
文
化
的
な
意
図
に
加
え
て
，
政
治
的
・
経
済
的
な
意
図
も
は
た
ら
い
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
か

つ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
侵
略
さ
れ
た
こ
と
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
関
係
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら

，
地

域
（

た
と

え
ば

イ
ギ

リ
ス

の
な

か
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
を
重
視
す
る
EUの

政
策
動
向
に
は
，
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
よ
り
も
敏
感
で
積
極
的
だ
っ
た
こ

と
が
教
育
分
野
に
も
見
ら
れ
て
い
た
29。

し
か
し
，
そ
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
，
近
年
で
は
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
よ
り
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン

の
語

が
教

育
分

野
で

も
圏

に
つ

く
よ

う
に

な
っ
て
い
る
。
上
述
の
聞
き
取
り
調
査
で
も
，
EUの

政
策
課
題
で

も
あ

る
，

…
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

市
民

性
（

European　
Ci
ti
ze
ns
hi
p）

3
0の

取
り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
た
際
に
，
そ
れ

は
ほ

と
ん

ど
な
く
，
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
民
性
（
Gl
obal　

Citizenship）
だ
と
の
答
え
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
動
き
に
，
LLPは

今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

こ
と

に
な

る
だ
ろ
う
か
。

（
2）

リ
ス
ボ

ン
戦

略
の

影
響

　
さ

て
，

EUの
政

策
全

体
の

方
向

性
を

眺
め

て
み
る
と
，
こ
こ
数
年
で
は
，
重
要
な
転
換
点
は
リ
ス
ボ
ン
戦

略
（
Li

sbo
n　

St
rat

egy）
で

あ
る

。
200

0年
3月

に
ポ

ル
ト

ガ
ル

の
リ

ス
ボ

ン
で

開
か

れ
た

欧
州

理
事

会
で

出

さ
れ
た
経
済
・
社
会
政
策
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
方
向
性
が
そ
れ
で
あ
る
。
次
の
10年

間
を
念
頭
に
，
よ
り
多

く
の
雇
用
と
強
い
社
会
的
結
束
を
伴
い
，
持
続
可
能
な
経
済
成
長
を
可
能
に
し
得
る
，
知
識
経
済
・
社
会
へ
の



i　　　｛　　　　｝　鳥］

8
柿

内
真

紀
：

EU
の

教
育

政
策

の
方

向
性

移
行
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ボ
ン
戦
略
に
対
応
し
て
，
教
育
・
訓
練
政
策
分
野
で
は
，
欧

州
委

員
会
が
「
Educa

tio
n＆

Tr
ain

ing
　
2
010

」
と
い
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
が

，
3

つ
の

戦
略

目
標

と
そ

の
下

部
に

1
3の

目
標
を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
，
そ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
，
ワ
ー
キ

ン
グ
・

グ
ル

ー
プ

が
5つ

の
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
と

2
9の

指
標

（
i
nd
icators）

を
設

定
し

て
い

る
31。

こ
こ

で
，

注
目

し
て

お
き

た
い

の
は

，
リ

ス
ボ

ン
戦

略
で
取

り
入

れ
ら

れ
た

，
OMC（

Open　
Method　

of　
Coordination　

l裁
量

的
政

策
調

整
）

と
い

う
新

し
い

統
治
の
手
法
で
あ
る
。
リ
ス
ボ
ン
会
議
で
明
示
さ
れ
た
OMCの

内
容
は
次

の

通
り
で
あ
っ
た
3
2
。

　
　

①
短

・
中

・
長

期
設

定
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
，
EUの

特
定

　
　

　
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン

　
　

②
世

界
最

善
事

例
に

照
ら

し
つ

つ
，

多
様

な
加

盟
国

・
部

門
の

必
要

に
応

じ
て

，
ベ

ス
ト

・
プ

ラ
ク
テ
ィ

　
　
　
ス
を
比
較
す
る
手
段
と
な
る
，
量
的
・
質
的
指
標
お
よ
び
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
確
立

　
　
③
国
家
間
・
地
域
間
差
を
考
慮
に
入
れ
た
特
定
目
標
の
設
定
と
手
段
の
採
用
を
通
じ
た
，
こ
れ
ら
の

欧
州

　
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
国
内
・
地
域
政
策
へ
の
翻
訳

　
　
④
相
互
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
構
成
さ
れ
る
，
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
，
評
価
　
ピ
ア
・
レ
ヴ
ュ

ー

　
O
MCは

，
主

と
し

て
社

会
政

策
分
野
で
適
用
さ
れ
て
き
た
が
，
「
Education＆

Training　
2010」

に
も

導
入

さ
れ

て
い

る
。

上
記

の
ベ

ン
チ

マ
ー

ク
と

指
標

に
よ

っ
て

，
「

Education＆
Training　

2010」
は
コ
ン

ト
ロ

ー
ル

さ
れ

て
い

る
と

言
え

る
。

小
川

（
2005）

が
「

そ
こ

に
あ

る
の

は
，

目
標

の
共

有
と

国
家

間
の
競
争

心
に
よ
っ
て
各
政
府
の
自
発
努
力
を
強
制
し
収
敏
さ
せ
よ
う
と
す
る
“
や
わ
ら
か
な
圧
力
”
で
あ
る
」
と

指
摘

す
る
よ
う
に
，
各
国
の
多
様
な
教

育
制
度
の
も
と
共
通
目
標
に
向
か
っ
て
，
法
的
強
制
力
は
な
い
が
，

最
善

の

実
践
を
学
び
あ
い
，
普
及
さ
せ
る

と
い
う
方
法
で
，
ゆ
る
い
縛
り
が
加
盟
国
の
教
育
政
策
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル

す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も

，
Nov

o
a＆

W．
deJ

ong－
Lambert（

2003）
や
Ertl（

2006）
が
指
摘

す

る
よ

う
に

，
リ

ス
ボ

ン
戦

略
は

，
E
Uの

教
育
政
策
の
1つ

の
転
換
点
で
も
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ

う
。
OMC

は
，
欧
州
委
員
会
の
第
2
次
ソ
ク
ラ
テ
ス
中
間
評
価
報
告
書
で
も
そ
の
促
進
が
触
れ
ら
れ
て
い

る
。

さ
ら
に
，
上
記
の
LLP

の
冒
標
に
も

O
M
Cの

用
語
は
使
用
し
て
い
な
い
が
，
関
連
す
る
意
図
は
特
定
目
標
（

k）

な
ど

に
読

み
取

れ
る

。
EUの

教
育

政
策

に
「

や
わ

か
ら

な
圧

力
」

が
徐

々
に

導
入

さ
れ

つ
つ

あ
る

と
言

え
よ
う
。

と
こ

ろ
で

，
こ

の
「

Educ
ati

on＆
T
ra
in
in
g　

2010」
と

LLPを
関

連
づ

け
る

こ
と

も
で

き
そ

う
で

あ
る

。
そ

れ
は

，
リ

ス
ボ

ン
戦

略
の

方
向

性
が

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

目
標

に
も

描
き

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

も
わ

か
る
。

ま
た

，
「

E
duc

ation
＆

T
raini

ng　
2
01
0」

に
関

す
る

共
同

中
間

報
告

書
33に

お
い

て
，

生
涯

学
習

を
さ

ら
に

具
体
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
が
，
D
ehmel（

2006）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
，
　
LLPに

反
映

さ
れ

た
と

も
考

え
ら

れ
る

か
ら

で
あ

る
。

加
え

て
，

E
rtl（

2006）
が

指
摘

す
る

よ
う

に
，

LLPは
「

Education

＆
T
raini

ng　
2010

」
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
ベ
ン
チ

マ
ー

ク

と
指
標
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
「
E
d
ucation＆

Training　
2010］

の
目
標
を
達
成
す
る

手

段
と
し
て
，
加
盟
国
が
LLP

を
活
用

で
き
る
よ
う
に
提
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
付
言
す

れ
ば

上
記

の
LL

Pの
「

決
定

」
で

は
，

欧
州

委
員

会
は

加
盟

国
と

と
も

に
，

「
Education＆

Training　
2010

」
と
，

他
の
関
連
す
る
「
共
同
体
」
の
政

策
等
と
の
相
補
性
と
一
貫
性
を
，
特
に
文
化
，
メ
デ
ィ
ァ
，
青
年
，

研
究

と

開
発

雇
用

，
資

格
の

承
認

環
境

な
ど

の
分

野
に

お
い

て
，

確
実

に
し

て
い

く
こ

と
が

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

LLP
が

「
Ed
ucati

on＆
Tr
ainin

g　
201

0
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
果
た
す
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
役

割

が
暗

示
さ

れ
て

い
る

と
も

言
え

よ
う

。
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以
上
の
よ
う
に
，
EU
の
競
争
力
を
あ
げ
る
た
め
に
，
高
齢
化
や
雇
用
対
策
と
い
っ
た
問
題
に
対
処
し
つ
つ
，

知
識
基
盤
型
社
会
へ
の
移
行
を
図
る
た
め
に
，

生
涯
学
習
を
ベ
ー
ス
に
し
て
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
空
間
を
意
識
し
た

教
育
政
策
の
方
向
性
が
強
く
創
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
「
や
わ
ら
か
な
圧
力
」
を
も
か
け
始

め
て

い
る

。
経

済
政

策
の

反
映

を
よ

り
強

く
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
EUの

教
育
政
策
の
転
換
点
と
し
て

重
要

で
あ

る
。

EUの
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
，

加
盟
国
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
国
に
，
規
定
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た

規
定

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

実
施

さ
せ

る
も
の
で
は
な
く
，
た
と
え
ば
第
2次

ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
れ
ば
上

述
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
い
わ
ば
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
の
た
め
，
い
か

に
効
率
的
で
有
用
性
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
，
手
続
き
か
ら
実
施
に
わ
た
り
提
供
で
き
る

か
が

問
わ

れ
て

き
た

。
そ

れ
は

E
Uの

補
完

性
の
原
則
所
以
で
も
あ
る
が
，
「
や
わ
ら
か
な
圧
力
」
は
，
そ
の

役
割
を
変
容
さ
せ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
拡
大
が
進
む
な
か
で
，
欧
州
委
員
会
と
加
盟
国
お
よ

び
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
国
の
関
係
機
潤
と
の
調
整

・
連
携
が
，
補
完
性
の
原
則
を
め
ぐ
る
各
国
の
教
育
政
策
の
政

治
力

学
と

と
も

に
さ

ら
に

大
き

な
課

題
と

な
る
。
特
に
補
完
性
の
原
則
と
上
述
の
OMCに

み
る
「
や
わ
ら
か

な
圧
力
」
の
均
衡
が
各
国
の
教
育
政
策
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
い
く
の
か
は
，
今
後
最
も
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

※
本

研
究

は
，

2
0
0
3
－

0
5年

度
科

学
研

究
費

補
助

金
若

手
研

究
（

B
）

「
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

統
合

化
過

程
の

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド
の

公
教

育

に
お
け
る
教
育

空
間
次
元
の
変
化
」
（
研
究
代
表
者
）
お

よ
び

，
20
0
5－

07年
度

科
学

研
究

費
補

助
金

基
盤

研
究

（
B）

（
一

般
）

「
EU

加
盟

国
に

お
け

る
統

合
政

策
と

教
育

改
革

の
政

治
力

学
に

関
す

る
比

較
研

究
」

（
研

究
分

担
者

）
に

よ
る

。

（
注

）

1）
職
業
訓
練

分
野

に
つ

い
て

は
，

1
957年

（
発
効

は
19
58
年

）
の

ロ
ー

マ
条

約
に

示
さ

れ
て

い
た

。
詳

細
は

，

　
　

次
の

先
行

研
究
を
参
照
。
坂
本
（
19
9
3
，
2
0
04
）

，
澤
野
（
1996，

2
00

2）
，
園
山
（
1996）

，
柿
内
・
園
山
（
1998）

。

2
）

欧
州

委
員
会

は
各

国
か

ら
提

出
さ

れ
た

報
告

書
（
national　

report）
を
集
約
し
て
次
の
中
間
評
価
報
告
書

　
　
を
出
し
て
い
る
。
Commission　

of　
the　

E
ur

op
ea

n　
C
om

mu
ni

ties，
　

COM（
2004）

153丘
nal，

　
Interim

　
　

ev
al
ua
ti
on
　
re
po
rt
　
on
　
th
e　

r
es
ul
ts
　
ac
h
iev

e
d　

a
nd　

on　
the

　
qualitative　

and　
quantitative　

aspects

　
　

of
　

t
h
e
　

i
m
pl

e
m
e
nt

a
ti

o
n
　

o
f
　

t
h
e
　

s
ec

o
nd
　

p
h
ase

　
o
f
　

t
he　

Community　
action　

programme　
in　

the

　
　

且
e▲

d
of　

edu
c
ati

o
n　

‘
So

c
rat

e
s’

　
｛

S
EC　

（
2
0
04）

　
2
3
0｝

3
）
本
稿
で
は
，
イ
ギ
リ
ス
は
連
合
王
国
を
示

す
こ
と
と
す
る
。
取
り
あ
げ
る
中
間
報
告
書
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
　
だ
け
で

は
な

く
，

連
合

王
国

を
構

成
す

る
4地

域
（

イ
ン

グ
ラ

ン
ド

，
ウ

ェ
ー

ル
ズ

，
ス

コ
ッ

ト
ラ

ン
ド

，

　
　
北
ア
イ

ル
ラ

ン
ド

）
す

べ
て

を
対

象
に

し
て

い
る

た
め

で
あ

る
。

4
）
欧
州
委
員

会
Webサ

イ
ト

http：
／

／
ec．

europa．
eu／

education／
programmes／

evaluation／
evaluation

　
　

＿
en．

htmlで
は
，
27ヵ

国
の
報
告
書
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

5）
柿
内
・

園
山

（
20

05）
を

参
照

。

6
）

そ
の

他
に

，
言

語
学

習
の

Lin
gua

（
リ

ン
グ
ア
）
計
画
，
遠
隔
教
育
・
情
報
教
育
等
の
Minerva（

ミ
ネ

　
　

ル
ヴ

ァ
）
計
画
な
ど
が
あ
る
。

7
）
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
説
明

し
た
冊
子
：
Eu

r
opean　

Communities（
2002）

，
30cr雄

∫

　
　
Eμ

roρ
ε
α

η
Coη

2η
2」

∬
jo〃

α
σ

匡
oη

ρ
rogrα

〃
1η

2ε
元
7π

11ε
ヵ
ε
～
4（

ゾ
α
∫
1κ

α
τ
joη

2000－
2006　

Goτ
ε
wα

yτ
oε

4μ
c砿

joη

　
　
お
よ
び

，
官

報
（

○
駈

iaU皿
ma▲

of　
the　

Eu
ro
pe
an
　

Communities）
に

掲
載

さ
れ

た
「

決
定

」
：

　
　

1）
e
ci
si

o
n　

N
o　

2
53／

200
0
／
E
C
　
o
f
　
t
h
e　

I
⊃
u
r
ope

a
n　

P
arl

i
ame

nt　
and　

of　
the　

Counci▲
of　

24　
January



｜

10
柿

内
真

紀
二

E
U
の

教
育

政
策

の
方

向
性

　
　

2
00

0，
i
nρ

励
c
iα

〃
o
醐

α
∫

（
～

∫
τ

た
ε

E
L
‘

r
o
ρ

ε
α

〃
cα

η
〃

7朋
fτ

」
θ

ぷ
3．

2．
2000を

参
照

。
な

お
，

官
報

は
，

2003

　
　
年
2
月
1
日
よ
り
，
”
○
伍
c
i
a
l
　
J
oumal　

o
f　

the　
E
uropean　

Colnmunlties”
か
ら
”
○
伍
cial　

Joumal　
of

　
　
t
he
　
Eu
ro
pe
an
　
Un
io
n”

に
名
称
変
更
さ
れ
て
い
る
。

8）
EU

加
盟

2
5ヵ

国
，

ル
ー

マ
ニ

ア
，

ブ
ル

ガ
リ

ア
，

ト
ル

コ
，

EFTA（
欧

州
自

由
貿

易
連

合
）

の
3ヵ

国
（
ア

　
　

イ
ス

ラ
ン

ド
，

ノ
ル

ウ
ェ

ー
，
リ

ヒ
テ

ン
シ

ュ
タ

イ
ン

）

9）
EC立

法
の

種
類

。
規

則
（

Regu
ユ
a
t
ion

s
）
，
命
令
（
Djrectives）

，
決
定
（
Decisions）

，
勧

告

　
　

（
Rec

ommen
dat

ions）
及

び
意

見
（

Op
in
io
ns
）

。
こ

の
他

，
共

同
体

条
約

に
は

規
定

さ
れ

て
い

な
い
形

　
　

式
で

立
法

的
な

行
政

行
為

を
行
う

こ
と

が
で

き
る

，
覚

書
（

Memoranda）
，

通
知

（
Communications）

　
　
が
あ
る
。
「
決
定
」
は
，
名
宛
者
（
加
盟
国
，
個
人
，
企
業
）
を
す
べ
て
の
点
で
拘
束
す
る
。
詳
細
は
，
島

野
・

　
　

岡
村

・
田

中
編

著
（

20
00）

『
EU入

門
』

を
参

照
。

1
0）

前
出

，
柿

内
・

園
山

（
2
00

5）
。

1
1）

前
出
の
欧
州
委
員
会
の
Web

サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
報
告
書
は
Short　

Reportだ
が
，
こ
こ
で

は
評

　
　

価
報

告
書

作
成

担
当

機
関

（
S
CRE

　
C
e
ntr

e
）
に
よ
る
Final　

Reportが
詳
し
い
の
で
そ
れ
を
用

い

　
　
る
。
T
h
e　

S
CRE

　
Ce
n
tre

，
　
U
niv

e
rsi

t
y　

o
f　

G
las

g
ow（

2004）
，
∫
η
’
ε
rj）

η
Evα

rL妬
ioη

（
ゾ
功
¢
50CRA7五

∫

　
　
Pr
o
8r
α
m
mε

↓
」
π
舵
Uκ

F
i
na
l
　
Re

po
rt

1
2）

Ibid
．

，
　

Ap
pendi

x3－
1，

3－
2

1
3
）

　
Ib
i
d．

，
　

p
．

3
3

1
4
）
Co
m
en
i
u
s
　
l
　
S
e
l
ec
t
io
n
　
Ro
u
nd　

20
06

，
　
F
in

al
　
Results　

of　
Comenius　

l　
Prolect　

Applications

　
　

（
Sta

ge　
2
）

を
用

い
て

集
計
。

こ
の

一
覧

は
ブ

リ
テ

ィ
ッ

シ
ュ

・
カ

ウ
ン

シ
ル

の
ソ

ク
ラ

テ
ス

担
当
部
局

　
　

の
次

の
サ

イ
ト

で
公

開
さ

れ
て

い
る

。
http：

／
／

www．
britshcounciLorg／

Socrates－
com四

ius．
htm

15）
Com

missi
on　

of　
the

　
Eur

o
pea

n
　
C
omm

u
nities（

2004）
，
SEC（

2004）
230，

COMMISS工
ON

　
　
ST
A
FF
　
W
OR
K
IN
G
　
PA
P
ER
，
　
S
t
atistics　

on
　
the　

implementation　
of　

the　
second　

phase　
of　

the

　
　
Colnrnunity　

action　
p
ro

gr
al

nm
e　

i
n　

t
he

　
fi

eld　
of　

education‘
Socrates’

｛
COM（

2004）
153

　
　
負
n
al｝

，
P
．
15

1
6
）
o
p
．
c
i
t．

，
　
T
h
e　

SC
R
E　

Ce
n
t
r
e，

　
U
niv

e
rsi

t
y　

of　
Glasgow（

2004）
，

App四
dix3－

3

17）
報
告
書
作
成
に
あ
た
っ
て
，
コ

メ
ニ
ウ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
，
現
在
も
し
く
は
こ
れ
ま
で
に

プ

　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
71

3
校
と
，
社
会
経
済
的
背
景
が
参
加
の
有
無
に
与
え
る
影
響

を

　
　
み
る
た
め
に
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
658校

に
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

回

　
　

収
率

は
前

者
が

41．
6
％

，
後

者
が
3
0．

4
％
で
，
結
果
と
し
て
社
会
経
済
的
背
景
の
点
か
ら
は
，
両
サ
ン

プ
ル

　
　

聞
に

大
き

な
差

異
は

な
い

と
結
論

づ
け

て
い

る
。

18
）

o
p
．

c
i
t．

，
　

T
he　

SCR
E
　

C
e
ntr

e
，

　
Uni

v
ers

i
ty　

of　
Glasgow（

2004）
，

pp．
23－

24

19）
200

5年
9月

28
日
，
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
市
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

2
0）

前
出
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
担
当
部
局
の
次
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て

い
る

　
　
一
覧
か
ら
，
Com題

iu
s－

1－
2002，

お
よ

び
Final　

Status　
of　

Comenius　
l　

Projects－
2005　

Selection

　
　

Ro
und

を
用

い
て

集
計

。

2
1
）
例
え
ば
，
Pr
o
te
c
t
i
on
　
o
f
　
Ch
i
ldren　

A
ct

　
1999，

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
Protection　

of　
Children
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